
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルデータを所定の圧縮率で圧縮して圧縮データを生成する
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圧縮回路と、
　前記圧縮データを一時的に記憶して出力する記録バッファメモリと、
　前記記録バッファメモリに記憶された前記圧縮データをエンコードするエンコーダと、
　エンコードされた前記圧縮データを記録媒体に記録する記録手段と、
　前記記録手段が記録可能な状態か否を検出する記録エラー検出手段と、
　前記圧縮データを記録可能な場合に、前記記録バッファメモリから出力される前記圧縮
データをバックアップする第１バックアップメモリと、
　前記記録エラー検出手段によって記録できない状態が検出されると、前記記録バッファ
メモリから出力される前記圧縮データをバックアップする第２バックアップメモリと、
　前記記録バッファメモリ、前記第１バックアップメモリ、前記第２バックアップメモリ
のいずれかから、前記エンコーダへ前記圧縮データが出力されるように制御し、前記圧縮
回路を制御する制御手段と、
　を備え、
　前記エラー検出手段が記録できない状態を検出した場合には、
　前記制御手段は、前記所定の圧縮率より高い圧縮率で前記デジタルデータを圧縮して前
記圧縮データを生成するよう前記圧縮回路を制御し、
　前記エラー検出手段が記録できる状態に復帰したことを検出した場合には、
　前記制御手段は、前記第１バックアップメモリにバックアップされている前記圧縮デー



ことを特徴とする情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録媒体へデジタル情報を記録する技術分野に属し、より詳しくは、記録動作
中に発生する外乱等により記録動作を中断しなければならない状態を示す記録エラーが発
生した場合に、かかる記録エラーに伴う記録媒体上に記録されるデジタル情報の連続性を
保障する技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、動画等の情報を担うデジタル信号の記録が可能な情報記録装置として、いわゆるＤ
ＶＴＲ（ Digital Video Tape Recorder)が知られている。また、本出願人は、特願平１０
－９８３３号として、光ディスクにデジタル信号の記録と再生を見掛け上同時に行う記録
再生装置を提案している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のデジタル信号を扱うＤＶＴＲ（ Digital Video Tape Recorder)
や本出願人が提案した情報記録装置においても上記記録エラーを修復する有効な装置は提
案されていない。
従って、例えば、外部からの衝撃等で情報記録トラックからピックアップが飛ばされたり
することにより、記録エラーが発生すると、ディスクの記録が正常に実行されずに、記録
すべき情報が欠落するという問題があった。
【０００４】
本発明は、上記の問題点にかんがみて為されたもので、情報記録中に外乱等によりデフォ
ーカスやトラッキングはずれが発生してディスクに記録が正常に実行できない場合が生じ
ても、記録情報の記録をとぎれさせることなく、見かけ上、全て正常に記録されて利便性
を向上させることが可能な情報記録装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、本発明の情報記録装置は、デジタルデータを所定の圧縮
率で圧縮して圧縮データを生成する
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タを前記エンコーダに出力させ、前記第１バックアップメモリにバックアップされている
前記圧縮データがなくなると、前記第２バックアップメモリにバックアップされている前
記圧縮データを前記エンコーダに出力させ、前記第２バックアップメモリにバックアップ
されている前記圧縮データがなくなると、前記所定の圧縮率で前記デジタルデータを圧縮
するよう前記圧縮回路を制御する

圧縮回路と、前記圧縮データを一時的に記憶して出力
する記録バッファメモリと、前記記録バッファメモリに記憶された前記圧縮データをエン
コードするエンコーダと、エンコードされた前記圧縮データを記録媒体に記録する記録手
段と、前記記録手段が記録可能な状態か否を検出する記録エラー検出手段と、前記圧縮デ
ータを記録可能な場合に、前記記録バッファメモリから出力される前記圧縮データをバッ
クアップする第１バックアップメモリと、前記記録エラー検出手段によって記録できない
状態が検出されると、前記記録バッファメモリから出力される前記圧縮データをバックア
ップする第２バックアップメモリと、前記記録バッファメモリ、前記第１バックアップメ
モリ、前記第２バックアップメモリのいずれかから、前記エンコーダへ前記圧縮データが
出力されるように制御し、前記圧縮回路を制御する制御手段と、を備え、前記エラー検出
手段が記録できない状態を検出した場合には、前記制御手段は、前記所定の圧縮率より高
い圧縮率で前記デジタルデータを圧縮して前記圧縮データを生成するよう前記圧縮回路を
制御し、前記エラー検出手段が記録できる状態に復帰したことを検出した場合には、前記
制御手段は、前記第１バックアップメモリにバックアップされている前記圧縮データを前
記エンコーダに出力させ、前記第１バックアップメモリにバックアップされている前記圧
縮データがなくなると、前記第２バックアップメモリにバックアップされている前記圧縮



【０００６】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に好適な実施の形態について、図面に基づいて説明する。なお、以下に説明
する実施の形態は、光学的に情報の記録及び再生が可能なディスク状の記録媒体（以下、
単に光ディスクという。）と、これに対応した情報の記録及び再生が可能な情報記録再生
装置に対して、本発明を適用した場合の実施形態である。
【０００７】
始めに、図１ (a)を用いて、実施形態に係る情報記録再生装置Ｓの構成について説明する
。
図１ (a)に示すように、実施形態の情報記録再生装置Ｓは、記録手段及び検出手段として
のピックアップ２と、Ａ／Ｄ（アナログ／ディジタル）コンバータ３と、加工手段として
の圧縮回路４と、記録情報記憶手段としての記録バッファメモリ５と、バックアップメモ
リの切り替え手段としての第１スイッチ６および第２スイッチ９と、第１バックアップメ
モリ７および第２バックアップメモリ８と、エンコーダ１０と、記録回路１１と、再生回
路１２と、ピックアップ２での記録エラー検出部１３と、デコーダ１４と、記憶手段とし
ての再生バッファメモリ１５と、再加工手段としての伸長回路１６と、Ｄ／Ａ（ディジタ
ル／アナログ）コンバータ１７と、スピンドルモータ１８と、制御手段としてのＣＰＵ１
９と、サーボ回路２０と、操作部２１と、表示部２２とにより構成されている。
【０００８】
上記の構成のうち、ピックアップ２、Ａ／Ｄコンパータ３、圧縮回路４、記録バッファメ
モリ５、第１スイッチ６、第１バックアップメモリ７、第２バックアップメモリ８、第２
スイッチ９、エンコーダ１０及び記録回路１１が情報記録手段としての情報記録部Ｒを構
成している。
また、ピックアップ２、再生回路１２、デコーダ１４、再生バッファメモリ１５、伸長回
路１６及びＤ／Ａコンバータ１７が情報再生手段としての情報再生部Ｐを構成している。
【０００９】
次に、各構成部材個々の概要動作を説明する。
始めに、外部からの記録すべき情報を記録媒体としての光ディスク 1に記録する場合につ
いて説明する。
外部から記録すべき情報（当該記録すべき情報としては、具体的には、画像情報又は音声
情報或いはその双方が含まれる。）に対応する情報信号Ｓ in（アナ口グ信号）が予め設定
された入力レートで入力されてくると、Ａ／Ｄコンバータ３は当該情報信号Ｓ inをディジ
タル化し、ディジタル情報信号Ｓ dを生成して圧縮回路４へ出力する。
そして、圧縮回路４は、ＣＰＵ１９から出力されている制御信号Ｓ ct5に基づいて、入力
されてくるディジタル情報信号Ｓ dを圧縮し、圧縮情報信号Ｓ pdを生成して記録バッファ
メモリ５へ出力する。このとき、当該ディジタル情報信号Ｓｄを圧縮する際には、例えば
、ＭＰＥＧ２（ Moving　 Picture　 coding　 Expert　 Group２）方式等の圧縮方式が用いら
れる。
【００１０】
次に、記録バッファメモリ５は、入力されてくる圧縮情報信号Ｓ pdをそのまま一時的に記
憶する。このとき、当該記録バッファメモリ５は蓄積された圧縮情報信号Ｓ pdのデータ量
を示すデータ量信号Ｓ mrを常にＣＰＵ１９に出力している。
第１スイッチ６は、ＣＰＵ１９から出力される後述するスイッチ制御信号Ｓ sw１に応じて
記録バッフアメモリ５から出力される圧縮情報信号Ｓ pdを、第２スイッチ９の端子ａ及び
第１バックアップメモリ７（いずれも第１スイッチ７の端子ａに接続されている。）或い
は第２バックアップメモリ８（端子ｂに接続されている。）のいずれかーに中継出力する
。
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データを前記エンコーダに出力させ、前記第２バックアップメモリにバックアップされて
いる前記圧縮データがなくなると、前記所定の圧縮率で前記デジタルデータを圧縮するよ
う前記圧縮回路を制御することを特徴とする。



【００１１】
第１バックアップメモリ７は、いわゆるＦＩＦＯ（ First-ln/First-Out）型のメモリであ
って、記憶容量以上の圧縮情報信号Ｓ pdが供給された場合には先に記憶しておいた情報信
号から順に更新記憶されるように構成されている。したがって、通常の記録か行なわれて
いる間は、常に記憶容量－杯の圧縮情報信号Ｓ pdが更新記憶されている。かかる第１バッ
クアップメモリ７から出力される圧縮情報信号Ｓ pdは、第２スイッチ９の端子ｂに供給さ
れる。
【００１２】
また、第２バックアップメモリ８は、後述する記録手段であるビックアップ２が記録でき
ない状態となったときに記録バッファメモリ５から出力される圧縮情報信号Ｓ pdの記憶を
行わしめるために設けたものであって、上記第１バックアップメモリ７と同様ＦＩＦＯ型
のメモリである。この第２バックアップメモリ８の出力は第２スイッチ９の端子ｃに供給
される。後述するが、第２バックアップメモリ８には、上記通常の記録が行なわれている
場合には、圧縮情報信号Ｓ pdの記憶は行なわれない。
【００１３】
次に第２スイッチ９は、ＣＰＵ１９から出力される後述するスイッチ制御信号Ｓ sw２に応
じて上記記録バッファメモリ５、第１バックアップメモリ７、第２バックアップメモリ８
のいずれかーから供給される圧縮情報信号Ｓ pdをエンコーダ１０に中継出力する。
次に、エンコーダ１０は、ＣＰＵ１４から出力されている制御信号Ｓ ct4に基づいて、一
時的に記録バッツファメモり５に記録されている圧縮情報信号Ｓ pdを上記情報信号Ｓ inの
入力レートよりも高い記録レートで読み出し、これをエンコード（符号化）してエンコー
ド信号Ｓ edを生成して記録回路１１へ出力する。
そして、記録回路１１は、ＣＰＵ１９から出力されている制御信号Ｓ ct2に基づいて、入
力されてくるエンコード信号Ｓ edを記録用の記録信号Ｓ rに変換し、ピックアップ２へ出
力する。このとき記録回路１１においては、記録すべき情報に正確に対応した形状のピッ
トを後述する光ディスク１上に形成すべく、エンコード信号Ｓ edに対していわゆるライト
ストラテジ処理等が施される。
【００１４】
Sln　次に、ピックアップ２は、記録回路７から出力されている記録信号Ｓ rに基づいて、
当該ピックアップ２内の図示しない半導体レーザ等の光源を駆動してレーザ光等の光ビー
ムＢを生成して光ディスク１の情報記録面に照射し、当該記録信号Ｓ rに対応するピット
を形成することにより上記記録レートＲ rに対応する速度で情報信号Ｓ inを光ディスク１
上に記録する。
また、ピックアップ２は、光ディスク１上に照射する光ビームＢの当該光ディスク１から
の反射光に対して、例えばプッシュプル法等の周知のトラッキングエラー生成方法に基づ
いた演算処理を施してトラッキングエラー信号Ｓ teを生成し、かかるトラッキングエラー
信号Ｓ teを記録エラー検出部１３に出力する。
【００１５】
記録エラー検出部１３は、供給されるトラッキングエラー信号Ｓ teを所定の基準値と比較
する比較器からなり、後述するサーボ回路２０によってトラッキング制御が行なわれてい
る状態であって、かつトラッキングエラー信号が上記所定の基準値より大となったとき、
記録エラーが発生したとして、記録エラー検出信号ＳｅをＣＰＵ１９に出力する。通常、
光ビームＢのトラッキング制御が行なわれている状態では、トラッキングエラー信号は略
０レベルであるが、外乱によりトラッキング制御が乱された場合には、かかる外乱の大き
さに応じてトラッキングエラー信号の振幅レベルが大となる。したがって、上記所定の基
準値を、サーボ回路２０によってトラッキング制御を行なうことのできる最大振幅しべル
に設定することにより、かかる基準値よりも大となるトラッキングエラー信号が発生した
時には、サーボ回路２０は光ビームＢをトラッキング制御できない状態にある、つまり、
光ビームＢが所望の記録トラックから外れてしまった状態にあるとして記録エラー検出信
号Ｓ eをＣＰＵ１９に出力するのてある。
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【００１６】
なお、光ディスク１は、後述するスピンドル制御信号Ｓ smに基づいて駆動されるスピンド
ルモータ１８により所定の回転数で回転されている。また、当該光ディスク１上では、例
えば、相変化方式により記録信号Ｓ rに対応するピットが形成されて情報信号Ｓ inが記録
される。
【００１７】
次に、光ディスク１に記録されている情報を再生する場合の動作について説明する。
再生時においては、先ず、ピックアップ２が再生用の光ビームＢを回転する光ディスク１
に照射し、その反射光に基づいて光ディスク１上に形成されているピットに対応する検出
信号Ｓ pを検出レートＲ pで生成し、再生回路１２に出力する。
【００１８】
次に、再生回路１２は、ＣＰＵ１９から出力されている制御信号Ｓ ct1に基づいて、出力
された検出信号Ｓ pを所定の増幅率で増幅すると共にその波形を整形し、再生信号Ｓ ppを
生成してデコーダ１４に出力する。
そして、デコーダ１４は、ＣＰＵ１９から出力されている制御信号Ｓ ct３に基づいて、上
記エンコーダ１０におけるエンコード方式に対応するデコード（復号）方式により再生信
号Ｓ ppをデコードし、デコード信号Ｓ ddを生成して上記検出レートＲ pに対応する速度で
再生バッファメモリー１５へ出力する。
【００１９】
次に、再生バッファメモリ１５は、入力されてくるデコード信号Ｓ ddをそのまま一時的に
記憶する。このとき、当該再生バフファメモリ５は蓄積されたデコード信号Ｓ ddのデータ
量を示すデータ量信号Ｓ mpを常にＣＰＵ１９に出力している。
次に、伸長回路１６は、ＣＰＵ１９から出力されている制御信号Ｓ ct６に基づいて、一時
的に再生バッファメモり１５に記憶されているデコード信号Ｓ ddを上記検出信号Ｓ pの検
出レートＲ pよりも低い出力レートＭ pで読み出し、読み出したデコード信号Ｓ ddに対して
上記圧縮回路４における圧縮処理に対応する伸長処理を施し、伸長信号Ｓ oを生成してＤ
／Ａコンバータ１ 7に出力する。
そして、Ｄ／Ａコンバータ１７は、伸長信号Ｓ oをアナログ化し、上記情報信号Ｓ inに対
応する出力信号Ｓ outを生成して外部に出力する。
【００２０】
以上説明した情報記録および情報再生の動作に伴って、ＣＰＵ１９は上記デー夕量信号Ｓ
mp又はＳ mr及び記録エラー検出信号Ｓ eに基づいて、所定の処理を実行すべく上記各制御
信号を出力する。このとき、操作部２１と表示部２２を併用して、使用者等により為され
た操作に対応する操作部２１からの指示信号Ｓ cをＣＰＵ１９に出力し、当該指示信号Ｓ c
に基づいてＣＰＵ１９が上記各制御信号を夫々出力する。
【００２１】
これと並行して、ＣＰＵ１９は、スピンドルモータ１８及びピックアツブ２をサーボ制御
するための制御信号Ｓ ct7を生成してサーボ回路２０に出力し、当該サーボ回路２０は、
制御信号Ｓ ct7に基づいてスピンドルモータ１８の回転を制御するための上記スピンドル
制御信号Ｓ smを生成して当該スピンドルモータ１８に出力すると共に、ピックアップ２に
おけるいわゆるトラッキングサーボ制御及び，フォーカスサーボ制御のためのピックアッ
プ制御信号Ｓ spを生成して当該ピックアップ２に出力する。そして、ピックアップ２は、
当該ピックアップ制御信号Ｓ spに基づき、光ビームＢに対してトラッキングサーボ制御及
びフォーカスサーボ制御を施しつつ上記記録信号Ｓ r（情報信号Ｓ in）の記録又は検出信
号Ｓ pの検出を行う。また、上述した情報記録再生装置Ｓの動作を使用者が制御するため
に必要な情報は、ＣＰＵ１９からの表示信号Ｓ dpに基づいて、表示部２２に表示される。
【００２２】
次に、上記構成を有する情報記録再生装置Ｓにおける本発明に係る情報記録部Ｒの情報記
録動作について図３を用いて説明する。（本発明における情報再生動作は、前記の特願平
10-9833号として既に提案した情報記録再生装置Ｓと同じであるので、省略する。）
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始めに、情報記録再生装置Ｓが通常の情報記録状態にあるとき、第１スイッチ６および第
２スイッチ９は、ＣＰＵ１９から供給されるスイイチ制御信号Ｓ sw1及びＳ sw2に応じて図
１に示す接続状態にあり、記録バッファメモリ５からの圧縮情報信号Ｓ pdは、第１のバッ
クアップメモリ７を介在させずに直接エンコーダ１０に入力する。スッテプ１において記
録が不能であるか否かを判定するが、記録エラー検出部１３によって記録不能の信号Ｓ e
が出力されない通常の状態であると（ステップＳ１； no）、スッテプ１１にジャンプし、
第１ ,第２バックアップメモリを通さず直接記録する通常状態を維持する。
【００２３】
一方、衝撃等によるピックアップ２の振動でトラッキングエラーを生じ、記録エラー検出
部１３によって記録不能の信号Ｓ eが出力されると（ステップＳ１； yes）、図２ (a)に示
すように、ＣＰＵ１９からスイッチ制御信号Ｓ sw1が出力されて第１スイッチ６は端子 bに
切換わり記録バッファメモリ５の出力を第２バックアップメモリ８に供給するとともに、
第１バックアップメモリ７への読み込みを停止する（ステップＳ２）。
【００２４】
次いで、ＣＰＵ１９からレート制御信号Ｓ ct５を出力し、圧縮回路４におけるディジタル
情報信号 Sdに対する圧縮率を上げる。すなわち、ディジタル情報信号Ｓｄの単位情報量（
例えば、ビデオ信号の１フレーム分）に対する圧縮情報信号Ｓ pdの情報量を、記録エラー
が検出される前までの情報量より少なくするのである。これにより、圧縮情報信号Ｓ pdの
記録バッファメモリ５への転送レートは小さくなる（ステップＳ３）。なお、第１バック
アップメモリ７へは新たな圧縮情報信号Ｓ pdの供給が停止されるのて、記憶した内容が更
新されることはなく、第１バックアップメモリ７は、現在記憶している情報をそのまま保
持することとなる。
【００２５】
次のステップＳ４では、記録エラー検出部１３からの信号Ｓｅが上記所定の基準値内に収
束したか、すなわち、ピックアップ２が記録可能な状態に復帰したか否かを判定し、記録
可能な状態でなければ（ステップＳ４； no）、図２（ a）に示す第１スイッチ６及び第２
スイッチ９の接続状態を維持する。
一方、ステップＳ４において、ピックアップ２が記録可能な状態にあると判定した場合に
は（ステップＳ４ ;yes）、図２（ b）に示すように、ＣＰＵ１９から出力されるスイッチ
制御信号Ｓ sw２に基づいて、第２スイッチ９は端子ｂをエンコーダ１０に接続せしめ、第
１バックアップメモリ７でバックアップされていた圧縮情報信号Ｓ pdを、記録エラーの検
出によって記録を中断した続き位置から再び記録する。
【００２６】
次いで、ステップＳ６で第１バックアップメモリ７でバックアップされていた圧縮情報信
号Ｓ pdが空になったか否かを判定し、圧縮情報信号Ｓ pdが未だ残っている場合には（ステ
ップＳ６； no）記録動作を継続して行なう。
一方、第１バックアップメモリ７でバックアップされていた圧縮情報信号Ｓ pdが空になる
と（ステップＳ６； yes）、ステップＳ７に移行して、ＣＰＵ１９から出力されるスイッ
チ制御信号Ｓ sw2により、図２（ c）に示すように、第２スイッチ９は端子ｃをエンコーダ
１０と接続して、第２バックアップメモリ８でバックアップされている上記ステップＳ３
によって圧縮率が上げられた圧縮情報信号Ｓ pdを光ディスク１に記録する。
【００２７】
次いで、ステップＳ８に移行して、第２バックアップメモリ８でバックアップされた圧縮
情報信号Ｓ pdが空になったか否かを判定し、圧縮情報信号Ｓ pdが未た残っている場合には
（ステップＳ８； no）記録動作を継続して行なう。
一方、ステップＳ８において第２バックアップメモリ８の圧縮情報信号Ｓ pdが空になった
と判定された場合には（ステップＳ８； yes）、ＣＰＵ１９から出力されるスイッチ制御
信号Ｓ sw1,Ｓ sw2により第１スイッチ６及び第２スイッチ９の接続状態を、図１（ a）に示
す状態、つまり、記録バッファメモリ５の出力を直接エンコーダ１０に供給すると共に第
１バックアップメモリ７に供給する通常の接続状態に戻す（ステップＳ９ )。
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【００２８】
次いで、ステップＳ１０に移行して、ＣＰＵ１９から出力されるレート制御信号Ｓ ct5に
基づいて圧縮回路４における圧縮率を元に戻し（この場合は圧縮率を下げる。）、圧縮情
報信号Ｓ pdの記録バッファメモリ５への転送レートを大きくする（ステップＳ１０）。
以上のステップにより第１、第２のバックアップメモリを通さず記録バッファメモリ５か
ら出力する圧縮情報信号Ｓ pdを直接記録する通常の記録状態に復帰する（ステップＳ１１
）。
【００２９】
次に、図３のフローチャートをもちいて説明した情報記録を、記録バッファメモリ５、第
１バックアップメモリ７、及び、第２バックアップメモリ８の記録の蓄積データ量の変化
を中心として図４を用いて説明する。なお、図３は、情報記録中に記録エラー検出部１３
によって記録不能の信号Ｓ eが検出された場合の各メモリの蓄積データ量の変化を示すも
のであり、さらに、図４中のピックアップ２の状態を示す図のうち、斜線によるハッチン
グの施された四角い枠の領域で示された時間帯は、通常の記録動作での圧縮率（上記の小
なる圧縮率）で圧縮された圧縮情報信号の記録が実行されることを示し、縦線によるハッ
チングが施された四角い枠の領域で示された時間帯は、記録エラーの検出に伴うバックア
ップ処理による記録動作での圧縮率（上記の大なる圧縮率）て圧縮された圧縮情報信号Ｓ
pdの記録が実行されることを示す。
【００３０】
まず、通常の記録動作において、記録バッファメモリ５は常に上記小なる圧縮率に基づく
入カレートＭｒ 1で圧縮情報信号Ｓ pdを蓄積するから、通常は記録バッフアメモリ５の蓄
積データ量は入カレートＭｒ 1の傾きで増加する。また、第１のバックアップメモリ７は
常にその全記録容量（Ｂｕ 1）一杯にバックアップデータが記憶されている。そして、時
刻ｔ 0の時点で記録バッファメモリ５の蓄積量が所定量Ｖｔｈを越えたと判断されて第１
スイッチ６及び第２スイッチ９を介してエンコーダ１０への吐き出し動作が行なわれると
、第１スイッチ６を介して第１バックアップメモリ７にも上記記録バッファメモリ５から
吐き出された圧縮情報信号Ｓ pdが供給されるため、第１バックアップメモリ７の記憶内容
は、この供給された新たな圧縮情報信号Ｓ pdに更新される。そして所定量Ｖ 0の圧縮情報
信号Ｓ pdの吐き出しが終わると再び上記小なる圧縮率に基づく入カレートＭｒ１で伝送さ
れる圧縮情報信号Ｓ pdの蓄積動作か開始される（時刻ｔ１）。
【００３１】
いま、時刻ｔ 2において記録エラー検出部１３によってピックアップ２の記録が不能であ
ることを示す検出信号Ｓ eが検出されると（ステップＳ１； yes）、図２（ a）に示すよう
に、スイッチ制御信号Ｓ sw1に応じて、第１スイッチ６は記録バッファメモリ５を第２バ
ックアップメモリ８に接続すると共に、圧縮回路４は、ＣＰＵ１９から出力される制御信
号Ｓ ct5に基づいて、ディジタル情報信号Ｓ dの圧縮率を上ける、すなわち、入カレートＭ
ｒ 1を上述した大なる圧縮率に基づく入カレートＭｒ 2に下げて記録バッフアメモリ５に圧
縮情報信号Ｓ pdを供給する（ステップＳ２、Ｓ３）。
【００３２】
かかる圧縮情報信号Ｓ pd（入カレートＭｒ 2）の供給に基づいて記録バッフアメモリ５の
記録容量の蓄積量が上記所定量Ｖｔｈを越えると（時刻ｔ 3）、所定量Ｖ 0の吐き出しが行
なわれる。このとき、ピックアップ２は未だ復帰されていないため、記録バッフアメモリ
５から吐き出された上記所定量Ｖ 0の圧縮情報信号Ｓ pdは、光ディスク１に記録されるこ
とはなく、第２バックアップメモリ８に記憶されることとなる（時刻ｔ 3乃至ｔ 4）。上記
動作は時刻 t5においてピックアップ２が記録可能な状態に復帰するまで繰り返し行なわれ
る（ステップＳ４； no）。
【００３３】
時刻ｔ 5において、ピックアップ２が記録可能な状態に復帰すると（ステップＳ４； yes）
、図２（ b）に示すように、ＣＰＵ１９からスイッチ制御信号Ｓ sw2が出力されて第２スイ
ッチ９は第１バックアップメモリ７をエンコーダ１０に接続する。したがって、第１バッ
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クアップメモリ７に記憶された圧縮率が小なる圧縮情報信号Ｓ pdであるバックアップデー
タ（時刻ｔ０乃至ｔ１において更新されたデータ）が光ディスク１における追記位置（図
４の場合、時刻ｔ１で記録を終了した位置）から記録されることとなる（ステップＳ５）
。これは、時刻ｔ７において第１バックアップメモリ７に記憶したバックアップデータが
ゼロになるまで続けられる（ステップＳ６）。なお、この第１バックアップメモリ７のバ
ックアップデータの光ディスク１への記録中に、記録バッフアメモリ５の大なる圧縮率の
圧縮情報信号Ｓ pdの蓄積量が所定量Ｖｔｈを越えた場合には（時刻ｔ 6）、記録バッファ
５からは上記所定量Ｖ 0の圧縮情報信号Ｓ pdが第２のバックアップメモリ９に出力される
。したがって、この間第２のバックアップメモリ９には大なる圧縮率の圧縮情報信号Ｓ pd
が蓄積されてい＜。
【００３４】
時刻ｔ 7において、第１のバックアップメモリ７におけるバックアップデータが空になる
と（ステップＳ； yes）、ＣＰＵ１９はスイッチ制御信号Ｓ sw２を第スイッチ９に出力し
、図２（ c）に示すように、第２バックアップメモリ７をエンコーダ１０に接続せしめる
（ステップＳ７）。したかって光ディスク上には上記第１のバックアップメモリ７のバッ
クアップデータ（小なる圧縮率で圧縮されたデータ）に引き続いて第２バックアップメモ
リ８のバックアップデータ（大なる圧縮率で圧縮されたデータ）が記録されることとなる
。なお、この実施形態で示すように、時刻ｔ 6の時点が記録バッファメモリ５から所定量
Ｖ 0の圧縮情報信号Ｓ pdが出力されている途中の場合には（この例では、時刻ｔ 8まで続く
）、第２バックアップメモリ８からバックアップデータを取出す速度と、第２バックアッ
プメモリ８に圧縮情報信号Ｓ pdを書き込む速度が同じであるため、第２バックアップメモ
リ８のデータ蓄積量は変わらない。
【００３５】
次いで、時刻ｔ９において第２バックアップメモリ８の蓄積量がゼロになったと判断され
ると（ステップＳ８； yes）、ＣＰＵ１９はスイッチ制御信号Ｓ sw1、Ｓ sw2及びを出力し
て、記録バッファメモリ５を第１スイッチ６を介して第１バックアップメモリ７に接続す
ると共に、第２スイッチ９を介してエンコーダ１０に直接接続する。さらにＣＰＵ１９は
、レート制御信号Ｓ ct５を圧縮回路４に出力して、ディジタル情報信号Ｓ dの圧縮率を下
ける、すなわち、元の小なる圧縮率に戻し、かかる圧縮率で圧縮された圧縮情報信号Ｓ pd
が記録バッファメモリ５に供給されるのである（ステップＳ９、Ｓ１０）。なお、上記時
刻ｔ 8から時刻ｔ 9においては入カレートＭｒ 2の圧縮情報信号Ｓ pdが記録バッファメモリ
５に蓄積され、時刻ｔ 9以降では入カレートＭｒ 1の圧縮情報信号Ｓ pdが蓄積されるので、
時刻ｔ１０において記録バッファメモリ５の蓄積量が所定量Ｖ thを越えて吐き出される圧
縮情報信号Ｓ pdには、上記入カレートＭｒ 1及びＭｒ 2の圧縮情報信号が混在するが、以降
は通常の記録動作状態に戻る。
【００３６】
なお、本発明において記録エラーが発生した際に上記圧縮回路４の圧縮率を上げるのは、
記録できない状態にあるピックアップ２が、記録可能な状態に復帰するまでに要する時間
を確保するためである。つまり、第２のバックアップメモリ９の記憶容量は有限であるか
ら、例えばこの実施形態における情報記録装置Ｓで認められている最も小さい圧縮率（こ
の場合、圧縮回路４から出力される単位時間当たりの情報量は最大となる。）のまま第２
のバックアップメモリ９に記憶せしめるよりも、圧縮率を上げて記憶することにより、単
位時間当たりの情報量を低減できるのて、その分第２のバックアップメモリ９によってバ
ックアップする時間（記憶する情報量）を確保できるのである。
【００３７】
勿論、圧縮率を上げることにより、圧縮率を上げない情報に比べてその信号品質は低下す
るが、圧縮率が上げられる時間はピックアップが復帰するまでに要する時間であって、再
生時間全体で見れば十分に短く視覚上余り問題となることはない。むしろ、本発明を用い
ることによって、光ディスク上には記録するべき記録情報を途切れさせることなく記録で
きる、つまり、情報信号の連続性が補償されるため好ましいのである。
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【００３８】
また、記録エラー検出部１３は、トラッキングエラー信号Ｓ teに基づいて記録エラーを検
出する例を述べたが、これに限定されるものてはなく、例えばフォーカス状態を示すフォ
ーカスエラー信号に基づいて検出することも可能である。
【００３９】
　以上説明したように、 情報記録中にデ
ィフォーカスやデトラッキングでディスクに情報記録が正常に実行できなくなる状態が発
生しても、記録情報の連続性を維持しながら記録することできるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態の第１ ,第２バックアップメモリと第１スイッチ ,第２スイッチの作動を
説明する図である。
【図３】実施形態の情報記録の動作を示すフローチャートである。
【図４】記録バッファメモリおよび第１ ,第２バックアップメモリの蓄積データ量の変化
を示す図である。
【符号の説明】
１…光ディスク
２…ピックアップ
３…Ａ／Ｄコンバータ
４…圧縮回路
５…記録バッファメモリ
６…第１スイッチ (SW1)
７…第１バックアップメモリ
８…第２バックアップメモリ
９…第２スイッチ (SW2)
１０…エンコーダ
１１…記録回路
１２…再生回路
１３…記録エラー検出部
１４…デコーダ
１５…再生バッファメモリ
１６…伸長回路
１７…Ｄ／Ａコンバータ
ｌ８…スピンドルモータ
１９…ＣＰＵ
２０…サーボ回路
２１…操作部
２２…表示部
Ｂ…光ビーム
Ｓ…情報記録再生装置
Ｐ…情報再生部
Ｒ…情報記録部
Ｓ in…情報信号
Ｓ d…ディジタル情報信号
Ｓ pd…圧縮情報信号
Ｓ ed…エンコード信号
Ｓ r…記録信号
Ｓ e…記録不能信号
Ｓ sw1,Ｓ sw2…スイッチ制御信号
Ｓ pp…検出信号
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本発明によれば、前述した特徴を有することで、



Ｓ pp…再生信号
Ｓ dd…デコード信号
Ｓ o…伸長信号
Ｓ out…出力信号
Ｓ mr、Ｓ mp…デー夕量信号
Ｓ c…指示信号
Ｓ ct1、Ｓ ct2、Ｓ ct3、Ｓ ct4、Ｓ ct5、Ｓ st6、Ｓ ct7…制御信号
Ｓ sp…ピックアップ制御信号
Ｓ sm…スピンドル制御信号
Ｓ dp…表示信号 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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